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の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
対
策
な
ど
、
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
は
多
岐
に

わ
た
り
ま
す
。

元
々
、
建
設
業
界
は
生
産
効
率
が
高
く

な
い
た
め
、
工
夫
次
第
で
い
く
ら
で
も
伸
び

代
は
あ
る
の
で
す
が
、
そ
れ
を
阻
害
し
て
い

る
の
が
、
多
業
種
か
つ
元
請
け
か
ら
下
請
け

に
わ
た
る
統
率
と
連
携
の
弱
さ
で
す
。
こ
れ

を
ど
れ
だ
け
改
善
で
き
る
か
が
、
今
後
の
大

き
な
鍵
と
な
る
で
し
ょ
う
。

35
年
前
に
「
24
時
間
戦
え
ま
す
か
…
」

と
い
う
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
向
け
栄
養
ド
リ
ン
ク

の
Ｃ
Ｍ
が
あ
り
ま
し
た
。
今
な
ら
さ
し
ず
め

ブ
ラ
ッ
ク
扱
い
で
し
ょ
う
が
、
当
時
の
日
本

経
済
を
世
界
レ
ベ
ル
で
牽
引
し
て
き
た
こ
と

は
間
違
い
な
く
、
せ
め
て
こ
の
精
神
の
一
端

だ
け
で
も
持
ち
合
わ
せ
な
が
ら
、
い
つ
の
間

に
か
世
界
か
ら
後
れ
を
と
り
始
め
て
い
る
企

業
力
の
踏
ん
張
り
に
繋
げ
て
行
き
た
い
と
こ

ろ
で
す
。

さ
て
、
ト
ラ
ン
プ
米
国
大
統
領
の
再
登

板
を
は
じ
め
、世
界
中
で
「
自
国
優
先
主
義
」

の
流
れ
が
強
ま
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す

が
、
決
し
て
強
い
と
は
思
え
な
い
日
本
の
外

交
力
や
、
控
え
め
な
国
民
性
が
、
ど
こ
ま
で

世
界
に
追
従
、
対
抗
で
き
る
か
、
不
安
が
拭

え
な
い
と
こ
ろ
で
す
。
日
本
人
の
誇
り
や
特

質
を
活
か
し
な
が
ら
、
世
界
の
舞
台
で
堂
々

と
渡
り
合
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
わ
ず
に
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
。

今
年
は
巳
年
、「
復
活
と
再
生
」
を
意
味

し
て
お
り
、
新
し
い
こ
と
が
始
ま
る
年
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
皆
様
と
共
に
心
を
一
つ

に
し
て
、
実
り
豊
か
な
令
和
7
年
を
目
指
す

と
と
も
に
、
今
年
一
年
の
皆
さ
ん
の
ご
健
康

と
ご
多
幸
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
元
日
早
々
「
能
登
半
島
地
震
」

で
幕
を
開
け
、
コ
ロ
ナ
の
収
束
も
束
の
間
、

頻
発
す
る
自
然
災
害
や
物
価
高
に
苦
し
ん
だ

一
年
で
し
た
。
外
に
目
を
向
け
て
も
、
終
わ

り
の
見
え
な
い
戦
争
を
は
じ
め
、
政
治
経
済

の
混
乱
、
地
球
規
模
の
異
常
気
象
な
ど
、
波

乱
の
連
続
で
し
た
。

こ
う
し
た
流
れ
の
中
、
私
た
ち
の
業
界

を
取
り
巻
く
環
境
も
厳
し
さ
を
増
し
て
お

り
、
本
格
的
に
始
ま
っ
た
「
働
き
方
改
革
」

へ
の
対
応
、
残
業
時
間
の
削
減
や
週
休
二
日

の
確
立
の
た
め
に
、
Ｄ
Ｘ
化
や
自
動
化
に
よ

る
業
務
効
率
の
改
善
は
絶
対
条
件
で
す
が
、

何
よ
り
も
自
身
の
意
識
改
革
が
必
要
な
の
は

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
パ
ソ
コ
ン
に
よ
り

漢
字
を
忘
れ
、
カ
ー
ナ
ビ
で
道
が
覚
え
ら
れ

な
く
な
っ
た
よ
う
に
、
想
像
を
超
え
る
Ａ
Ｉ

技
術
の
進
化
に
よ
っ
て
、
人
間
が
劣
化
し
て

し
ま
う
懸
念
が
拭
え
な
い
時
代
の
中
、
よ
り

一
層
危
機
意
識
を
持
ち
、
自
己
研
鑽
を
忘
れ

な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

加
え
て
、
今
や
転
職
が
当
た
り
前
の
時

代
に
な
り
企
業
へ
の
帰
属
意
識
が
薄
れ
る

中
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
保
て
る
業
務
環
境

を
整
え
る
こ
と
や
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
為

年
頭
挨
拶

2025年　年頭のご挨拶

一般社団法人 愛知県空調衛生工事業協会

� 会長　閑　林　憲　之
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時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
が
適
用
さ
れ
る
と

と
も
に
、
令
和
６
年
６
月
に
は
、「
担
い
手

３
法
」
に
つ
い
て
、
持
続
可
能
な
建
設
業
の

実
現
と
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
担
い
手
の
確

保
を
目
的
と
す
る
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え

た
適
切
な
発
注
条
件
の
設
定
、
適
正
な
工
期

の
設
定
、
工
事
の
実
施
時
期
の
平
準
化
、
適

正
な
予
定
価
格
の
設
定
、
賃
金
水
準
又
は
物

価
水
準
の
変
動
も
踏
ま
え
た
請
負
代
金
額
の

変
更
等
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
情
報
通

信
技
術
の
活
用
、
脱
炭
素
化
の
促
進
、
新
技

術
の
活
用
等
を
通
じ
て
、
施
工
段
階
に
お
い
て

生
産
性
向
上
が
図
ら
れ
る
よ
う
配
慮
し
ま
す
。

今
年
も
貴
協
会
と
の
意
見
交
換
等
で
頂

い
た
ご
意
見
を
踏
ま
え
つ
つ
、
ま
た
、
個
々

の
官
庁
営
繕
事
業
に
お
い
て
も
皆
様
の
ご
協

力
を
頂
い
て
こ
れ
ら
の
取
組
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
お
力
添
え
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
貴
協
会
と
会

員
の
皆
様
の
益
々
の
ご
発
展
と
ご
健
勝
を
祈

念
い
た
し
ま
し
て
、
年
頭
の
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

一
般
社
団
法
人
愛
知
県
空
調
衛
生
工
事

業
協
会
並
び
に
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
日
頃
よ
り
官
庁
営
繕
事
業
の
実
施
に

あ
た
っ
て
、
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

国
民
生
活
に
密
着
し
、
国
民
共
有
の
財

産
で
あ
る
官
庁
施
設
は
、
防
災
・
減
災
対
策

の
推
進
、
長
寿
命
化
の
推
進
、
地
域
社
会
と

の
連
携
の
推
進
、
環
境
負
荷
低
減
へ
の
取
組

等
、社
会
的
要
請
に
的
確
に
対
応
し
た
整
備
・

活
用
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針

２
０
２
４
」
で
は
、
激
甚
化
・
頻
発
化
す
る

災
害
、イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
へ
の
対
応
と
し
て
、

国
家
・
社
会
の
重
要
な
機
能
を
維
持
す
る
た

め
、「
国
土
強
靱
化
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、

必
要
・
十
分
な
予
算
を
確
保
し
、
自
助
・
共

助
・
公
助
を
適
切
に
組
み
合
わ
せ
、
ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
一
体
と
な
っ
た
取
組
を
強
力
に
推
進

す
る
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た

取
組
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
労
働
基
準
法
等
が
改
正
さ
れ
、

建
設
業
に
お
い
て
は
、
令
和
６
年
４
月
か
ら

国土交通省 中部地方整備局

� 営繕部長　色
いろ

　川
かわ

　寿
とし

　喜
ひさ
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令
和
７
年
　四
団
体
共
催
新
年
互
礼
会

［
日
　
時
］
令
和
7
年
1
月
10
日
㈮

［
場
　
所
］
名
古
屋
観
光
ホ
テ
ル

［
共

　
催
］（
一
社
）

日
本
空
調
衛
生
工
事
業
協
会
東

海
支
部
／
（
一
社
）

愛
知
県
空
調
衛
生
工
事
業
協

会
／
（
一
社
）

日
本
電
設
工
業
協
会
東
海
支
部
／

（
一
社
）

愛
知
電
業
協
会

［
参
　
加
］
４
４
０
名

代
表
挨
拶

（
一
社
）

日
本
電
設
工
業
協
会
東
海
支
部
長



藤
田
祐
三

来
賓
挨
拶

国
土
交
通
省
中
部
地
方
整
備
局
局
長



佐
藤
寿
延
様

愛
知
県
知
事

大
村
秀
章
様

経
済
産
業
省
中
部
近
畿
保
安
監
督
部
部
長



正
影
夏
紀
様

名
古
屋
市
住
宅
都
市
局
営
繕
部
長



大
石
一
成
様

閉
会
挨
拶

（
一
社
）

日
本
空
調
衛
生
工
事
業
協
会
東
海
支
部
長



閑
林
憲
之

日本電設工業協会
藤田東海支部長 挨拶

中部地方整備局
佐藤局長 祝辞

大村知事 挨拶

中部近畿保安監督部
正影部長 祝辞
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名古屋市住宅都市局
大石部長 祝辞

中部電力パワーグリッド㈱
清水社長 乾杯

日本空調衛生工事業協会
閑林東海支部長 中締め

5



A
ik

u
ei

 N
E

W
S

A i k u e i  N E W S

畑中副会長 説明

国
交
省
意
見
交
換
会

●
令
和
６
年
度

�

国
土
交
通
省
中
部
地
方
整
備
局
と
の
意
見
交
換
会

［
日
　
時
］
令
和
６
年
12
月
６
日
㈮

［
場
　
所
］
ア
イ
リ
ス
愛
知

［
出
席
者
］

国
土
交
通
省
中
部
地
方
整
備
局



小
路 

剛
志
　
建
政
部
長
始
め
32
名

（
国
交
省
７
名
、
愛
知
14
名
、
三
重
４
名
、
静

岡
４
名
、
岐
阜
３
名
）

【
議
　
題
】

Ⅰ
　

働
き
方
改
革
に
お
け
る
長
時
間
労
働
の

是
正
に
つ
い
て

Ⅱ
　
働
き
方
改
革
へ
の
対
応
に
つ
い
て

Ⅲ
　

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム（C

C
U
S

）

に
つ
い
て

Ⅳ
　
担
い
手
確
保
に
つ
い
て

Ⅴ
　
建
設
業
法
の
許
可
業
種
区
分
に
つ
い
て

Ⅵ
　

人
材
不
足
対
応
と
し
て
配
置
予
定
技
術

者
の
施
工
経
験
に
関
す
る
要
件
緩
和
に

つ
い
て

藤間理事 司会

小路建政部長 挨拶 日本空調衛生工事業協会
閑林東海支部長 挨拶

谷口副会長 説明
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下野営繕品質管理官

畔柳理事 説明

静岡県兼古副会長 閉会挨拶

上原建設産業調整官

足立副会長 説明

渡邊技術調整管理官
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谷口副会長 説明

高橋専務理事 説明

小島副会長 挨拶

令
和
６
年
度
　
日
本
空
調
衛
生
工
事
業
協
会�

　�

東
海
支
部
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

［
日
　
時
］
令
和
６
年
10
月
２
日
㈬

［
場
　
所
］
伊
勢
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル

　
　
　
　 
伊
勢
市
吹
上
１
―
11
―
31

［
出
　
席
］

（
一
社
）

日
本
空
調
衛
生
工
事
業
協
会



副
会
長
　
小
島
和
人
始
め
34
名

（
日
空
衛
２
名
、
愛
知
17
名
、
三
重
７
名
、
静

岡
４
名
、
岐
阜
４
名
）

【
議
　
題
】

１
　
時
間
外
上
限
規
制
（
２
０
２
４
年
問
題
）

施
行
後
の
状
況
に
つ
い
て

　
⑴�

適
切
な
工
期
設
定
に
向
け
た
施
主
・
発

注
者
の
理
解
状
況

　
⑵�

時
間
外
上
限
規
制
に
対
す
る
団
体
・
社

内
の
状
況

２
　

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム（C

C
U
S

）

に
つ
い
て

　
⑴�

事
業
者
及
び
技
能
者
情
報
登
録
の
取
組

み
状
況
・
実
態

３
　

建
築
工
事
に
お
け
る
設
備
施
工
会
社
の

現
場
共
益
費
に
つ
い
て

　
⑴�

分
離
発
注
に
お
け
る
建
設
会
社
へ
の
足
場

仮
設
等
の
共
益
金
負
担
状
況
と
問
題
点
。

４
　

空
調
衛
生
工
事
に
お
け
る
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
取
組
み
に
つ
い
て

　
⑴�

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
取
組
み

事
例
（
設
計
・
施
工
・
自
社
内
）

藤間理事 司会

日本空調衛生工事業協会
閑林東海支部長 挨拶

畑中副会長 説明
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池田理事 説明

静岡県兼古副会長
懇親会閉会挨拶

足立副会長 説明

橋口理事 説明

高橋専務理事 懇親会挨拶

三重県藤原理事長
懇親会挨拶

静岡県櫻井副会長
閉会挨拶
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第
29
回
全
国
会
議

開
催
日
時
・
場
所

［

日
　
時
］
令
和
６
年
10
月
17
日
㈭



13
時
30
分
～
17
時
15
分

［

場
　
所
］「
横
浜
ロ
イ
ヤ
ル
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
」



神
奈
川
県
横
浜
市
西
区
み
な
と
み
ら
い



２
―
２
―
１
―
３

全
国
会
議

会
長
挨
拶

　
一
般
社
団
法
人

日
本
空
調
衛
生
工
事
業
協
会



会
長 

藤
澤
一
郎

来
賓
挨
拶

　
国
土
交
通
省



不
動
産
・
建
設
経
済
局
長
　
平
田
　
研
様

㈠
講
演
１

　
①

演
題
「
人
口
減
少
日
本
で
起
き
る
こ
と
～

建
設
設
備
業
の
こ
れ
か
ら
～
」

　
②
講
師

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
　
河
合
雅
司
様

㈡
講
演
２

　
①

演
題
「S
D
G
s

を
活
用
し
た
地
域
中
小
企
業

に
よ
る
新
た
な
需
要
開
拓
」

　
②

講
師 

株
式
会
社
大
川
印
刷



代
表
取
締
役
社
長
　
大
川
哲
郎
様

㈢
対
談

　「
異
業
種
企
業
に
学
ぶ
「
ロ
ー
カ
ル
の
『
味
力
』

は
世
界
に
通
ず
」
～
横
浜
に
生
ま
れ
１
１
５
年

崎
陽
軒
４
代
目
の
挑
戦
～
」

　
株
式
会
社
崎
陽
軒 



代
表
取
締
役
社
長 

野
並 

晃
様

　（
一
社
）

神
奈
川
県
空
調
衛
生
工
業
会



会
長 

有
井 

清

平田局長 挨拶

神空衛 有井会長

大川代表取締役 講演

野並代表取締役

河合ジャーナリスト 講演

藤澤会長 挨拶

10



A
ik

u
ei

 N
E

W
S

A i k u e i  N E W S

●
第
12
期
（
第
12
回
）
理
事
会

［
日
　
時
］
令
和
７
年
１
月
24
日
㈮

［
場
　
所
］
大
和
田
店

［
出
　
席
］
15
名

議
事
「
協
議
事
項
」

一
、 

７
年
度
事
業
方
針

二
、 

７
年
度
事
業
日
程

委
員
長
会

●
第
12
期
（
第
７
回
）
委
員
長
会
議

［
日
　
時
］
令
和
６
年
８
月
20
日
㈫

［
場
　
所
］
協
会
会
議
室

［
出
　
席
］
11
名

議
事
「
協
議
事
項
」

一
、

東
海
支
部
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

二
、
日
空
衛
　
第
29
回
全
国
会
議

三
、

日
空
衛
　
第
31
回
全
国
会
議
（
東
海
支
部

開
催
）

四
、
名
古
屋
市
主
催
防
災
訓
練

●
第
12
期
（
第
８
回
）
委
員
長
会
議

［
日
　
時
］
令
和
６
年
10
月
15
日
㈫

［
場
　
所
］
協
会
会
議
室

［
出
　
席
］
10
名

議
事
「
協
議
事
項
」

一
、

国
土
交
通
省
中
部
地
方
整
備
局
と
の
意

見
交
換
会

二
、

日
空
衛
　
第
31
回
全
国
会
議
（
東
海
支
部

開
催
）

三
、
日
空
衛
　
機
関
誌

四
、
今
後
の
予
定

理
事
会

●
第
12
期
（
第
９
回
）
理
事
会

［
日
　
時
］
令
和
６
年
９
月
10
日
㈫

［
場
　
所
］
ア
イ
リ
ス
愛
知

［
出
　
席
］
25
名

議
事
「
協
議
事
項
」

一
、
東
海
支
部
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

二
、

日
空
衛
　
第
31
回
全
国
会
議
（
東
海
支
部

開
催
）

三
、

国
土
交
通
省
中
部
地
方
整
備
局
と
の
意

見
交
換
会

四
、
名
古
屋
市
主
催
防
災
訓
練

●
第
12
期
（
第
10
回
）
理
事
会

［
日
　
時
］
令
和
６
年
11
月
14
日
㈭

［
場
　
所
］
ア
イ
リ
ス
愛
知

［
出
　
席
］
22
名

議
事
「
協
議
事
項
」

一
、

国
土
交
通
省
中
部
地
方
整
備
局
と
の
意

見
交
換
会

二
、

日
空
衛
　
第
31
回
全
国
会
議
（
東
海
支
部

開
催
）

三
、 
四
団
体
新
年
互
礼
会

四
、 

日
空
衛
　
機
関
誌

五
、 

名
古
屋
市
の
学
校
避
難
所
担
当
割
り
当

て
の
変
更

●
第
12
期
（
第
11
回
）
理
事
会

［
日
　
時
］
令
和
６
年
12
月
12
日
㈭

［
場
　
所
］
ベ
こ
や
名
古
屋
駅
店

［
出
　
席
］
13
名

議
事
「
協
議
事
項
」

一
、
年
間
事
業
予
定

11



～活 動 報 告～
A c t i v i t y  R e p o r t

分離（直接）発注陳情及び結果

〈結果〉A：分離（直接）発注 B：一部分離 C：包含

班 令和 6年度訪問先 愛知空衛協会（愛知電業協会と同行） 訪問日及び結果

1 豊橋市・田原市・豊川市

設楽町・新城市

閑林工業㈱ 入谷 崇之 令和 6年 11 月 26 日

A：豊橋市・豊川市・新城市
田原市・設楽町

2 岡崎市・西尾市・碧南市

蒲郡市・安城市・幸田町

三和テクノ㈱ 寺山 将幸 令和 6年 11 月 28 日

A：岡崎市・碧南市・安城市
蒲郡市・西尾市

B：幸田町

3 瀬戸市・日進市

長久手市・春日井市

尾張旭市・小牧市

藤間工業㈱ 大西 俊幸 令和 6年 11 月 19 日

A：瀬戸市・長久手市・日進市
尾張旭市・春日井市・小牧市

4 豊田市・豊明市・刈谷市

みよし市・高浜市・東郷町

知立市

須賀工業㈱名古屋支店 遠藤 仁志 令和 6年 11 月 15 日

A：豊田市・刈谷市・知立市
豊明市・みよし市

B：高浜市・東郷町

5 半田市・阿久比町・常滑市

東浦町・東海市・南知多町

大府市・美浜町・知多市

武豊町

㈱朝日工業社名古屋支店
足立工業㈱

田中 大輔
東  智彦

令和 6年 11 月 14 日

A：半田市・東海市 
大府市・武豊町

B：知多市・阿久比町
C：常滑市・東浦町
南知多町・美浜町

6 江南市・豊山町・犬山市

大口町・岩倉市・扶桑町

北名古屋市

シブヤパイピング工業㈱ 高橋 智一 令和 6年 11 月 21 日

A：江南市・岩倉市・大口町
B：犬山市・豊山町
C：北名古屋市・扶桑町

7 津島市・大治町・愛西市

蟹江町・弥富市・飛鳥村

大冷工業㈱ 大口 哲司 令和 6年 11 月 19 日

A：大治町
B：愛西市・蟹江町
C：津島市・弥富市・飛島村

８ 一宮市・清須市・稲沢市

あま市

川崎設備工業㈱ 伊藤  淳 令和 6年 11 月 22 日

A：一宮市・稲沢市・清須市
B：あま市

9
（1）

愛知県（建築局長） 伊藤 制度部会長
若森

令和 6年 11 月 19 日

A：全て

9
（2）

名古屋市（財政始め３局） 伊藤 制度部会長
若森

令和 7年 2月 4日（予定）

A：全て

12



～活 動 報 告～
A c t i v i t y  R e p o r t

優
秀
施
工
者
表
彰

●
令
和
６
年
度
優
秀
施
工
者
国
土
交
通
省
大
臣
顕
彰

［
日
　
　
時
］
令
和
６
年
10
月
18
日
㈮

［
場
　
　
所
］
有
楽
町
よ
み
う
り
ホ
ー
ル

［
被
表
彰
者
］

　
小
川
　
博
（
不
二
熱
工
業
㈱
名
古
屋
支
店
）

防
災
訓
練

●
名
古
屋
市
と
の
災
害
協
定
に
基
づ
く
防
災
訓
練
の
実
施

［
実 

施 

日
］
令
和
６
年
９
月
４
日
㈬

［
参
加
会
員
］
訓
練
１
（
指
定
さ
れ
た
避
難
所
へ
参
集
）

27
社

　
　
　
　
　 

訓
練
２
（
指
定
さ
れ
た
避
難
所
に
て
状
況
調
査
）



８
社

　
　
　
　
　 

（
当
協
会
会
員
で
他
団
体
よ
り
参
加
　
18
社
）

学校内水道管確認

東星中学校 水道メーター確認

小川　博様

13



～活 動 報 告～
A c t i v i t y  R e p o r t

技
術
研
修
・
講
習
会

●
技
術
部
会

【
工
場
見
学
】

［

日
　
時
］
令
和
６
年
10
月
31
日
㈭
　
10
時
～
15
時
30
分

［
場
　
所
］

株
式
会
社
オ
ン
ダ
製
作
所
　
本
社
工
場
及
び
美
山
工
場

［
参
加
者
］
20
名

［

内
　
容
］
住
宅
関
連
部
材
（
給
水
・
給
湯
等
の
バ
ル
ブ
と
管
継
手

及
び
樹
脂
パ
イ
プ
・
継
手
）
の
紹
介
及
び
工
場
見
学

【
１
級
管
工
事
施
工
管
理
技
士
２
次
試
験
対
策
】

［

日
　
時
］
令
和
６
年
11
月
７
日
㈭

［

場
　
所
］
ウ
イ
ン
ク
あ
い
ち

［

出
　
席
］
22
名

［

講
　
師
］
㈱
ト
ー
エ
ネ
ッ
ク

林
　
哲
也
氏

参加者 本社伊藤慎英様

林哲也 講師

美山工場小池天様

モネの池

14



～活 動 報 告～
A c t i v i t y  R e p o r t

●
安
全
部
会

【
労
働
安
全
等
講
習
会
】

［

日
　
時
］
令
和
６
年
11
月
11
日
㈪

［

場
　
所
］
ウ
イ
ン
ク
あ
い
ち

［

参
加
者
］
20
名

「
保
護
具
の
耐
用
年
数
に
つ
い
て
」

［
講
　
師
］

タ
カ
ノ
保
安
協
会
㈲


田
中
正
一
様

谷
沢
製
作
所
名
古
屋
営
業
所

近
藤
健
太
様

藤
井
電
工
㈱
名
古
屋
営
業
所

田
中
裕
幸
様

㈱
シ
モ
ン
名
古
屋
支
店

石
田
健
太
様



緒
方
優
奈
様

㈱
理
研
オ
プ
テ
ッ
ク

山
辺
裕
也
様

「
石
綿
調
査
・
工
事
の
進
め
方
と
工
作
物
石
綿
事
前
調
査
者
の
情
報
」

［

講
　
師
］
赤
門
ウ
イ
レ
ッ
ク
ス
㈱

平
井
幹
人
様

平井幹人 講師 緒方優奈 講師 田中裕幸 講師

山内安全部会長

山辺裕也 講師 石田健太 講師

近藤健太 講師

15



株式会社朝日工業社 名古屋支店
橋口　真二

当日は雨予報で開催を心配しておりましたが、皆さま

の日頃の心掛けが良かったようで無事完走出来た事が何

よりです。

開催の準備をされた役員の皆様に感謝申し上げます。

ゴルフの内容は同伴メンバーに恵まれ楽しく廻れて山

あり谷ありで、結果ハンデに恵まれ優勝することが出来

ました。

同伴メンバーの皆様ありがとうございました。

㈱トキワ設備工業所
樋脇　貴久

優勝

準優勝

アクシス総合設備㈱
山本　祐一朗

３位

― 第９回 愛空衛親睦ゴルフ大会 ―

日 時：令和6年10月23日㈬

場 所：ナガシマカントリークラブ

ルール：ダブルペリア方式

参 加：77名（企業会員33名、賛助会員26名、役員18名）

結 果

グロス HDCP ネット

優勝 橋口 真二 ㈱朝日工業社名古屋支店 87 15.60 71.40 

２位 樋脇 貴久 ㈱トキワ設備工業所 83 9.60 73.40 

３位 山本祐一朗 アクシス総合設備㈱ 81 7.20 73.80 

４位 倉本 俊洋 木村工機㈱名古屋営業本部 85 10.80 74.20 

５位 澤田 和幸 菱和エアコン㈱ 94 19.20 74.80 

16



閑林会長挨拶
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― 第62回 技能五輪全国大会 ―

会期 ： ２０２８年１１月１５日（水）～２０日（月） 〈予定〉

競技会場 ： Ａｉｃｈｉ Ｓｋｙ Ｅｘｐｏ ［愛知県国際展示場］

開閉会式会場 ： ＩＧアリーナ ［愛知県新体育館］

“Ｐｈｏｔｏ：ｃｏｕｒｔｅｓｙ ｏｆ ＷｏｒｌｄＳｋｉｌｌｓ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ”

技能五輪
国際大会

２０２８年

日本・愛知で開催決定‼

青年技能者の技能
世界一を決める祭典

ＷｏｒｌｄＳｋｉｌｌｓ Ａｉｃｈｉ ２０２８

競技職種数 ： 配管など６２職種
詳細はこちら

「配管」職種

日   程：令和６年11月21日㈭ 設営準備（打合せ、材料確認）

            22日㈮ 競技下見（競技場所抽選立会）

            23日㈯ 競技（監視、測定審査）
場   所：愛知県国際展示場

競技補佐員：12名派遣

18



製品紹介
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［建築概要］
　敷地面積：	14,535.00㎡
　建築面積：	 6,135.92㎡
　延床面積：	 9,234.30㎡
　構造規模：鉄骨造り 地上２階
　　　
学校施設
　クラス数：小学部	16、中学部	８、高等部	９

　特別教室：	理科室、音楽室、美術室、作業室（焼成炉あり）、調理実習室、被服室、視聴覚室、コンピューター室、
図書室、自立活動室、多目的室、スヌーズレン室、プレイルーム、保健室、医療的ケア室

　体育施設：体育館、水治訓練室（室内温水プール）

　その他の施設：食堂、厨房、スロープ、バス寄せ

　主な設備：	エレベーター２基、空調、全熱交換器、床暖房設備、自家発電装置、太陽光発電装置

［表紙／概要］

愛知県立岡崎特別支援学校
　所在地：愛知県岡崎市美合町字並松１番 90

概　要
　昭和38年１月に愛知県岡崎市本宿町地内に愛知県立岡崎養護学校として開校。肢体不自由児童生徒が在籍し、小・
中学部、高等部に分かれている。また、訪問学級、市内の医療機関内に施設内学級がある。校訓「力のかぎりた
くましく」を目標に一人一人のニーズに応じた教育を実践している。
　令和６年４月に岡崎市美合町地内に学校を移転開校。平地への移転は、児童生徒、保護者及び職員の長年の念
願であった。

施工者
　空調工事：中央プランテック㈱、管工事：辻村工業㈱

プレイルーム
　児童生徒の活動、下校時の待機場所及び医療的ケア
用のランチルームと幅広く活用している。

体育館
　冷暖房を完備。ステージは車いすの児童生徒も登壇
できる構造になっている。

外の広場
　両側にプレイルームと体育館があり、戸を開放することで、一体としての
利用が可能である。

20



■ 編集後記 • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 
新年明けましておめでとうございます。
会員の皆様におかれましては、当協会の活動に対しまして特段のご理解とご協

力に心から感謝いたします。
昨年は「2024年働き方改革」が本格化し、業界は大きな変革期を迎えました。
また、能登半島地震や全国各地で発生した豪雨災害、南海トラフ地震臨時情報
の発表を通じ、災害時におけるライフラインの重要性を改めて実感いたしました。
会員皆様が安定した事業活動と、安心して働き続けられるよう、設備業界発展

のため、後押ししていきます。
今後も、会員各位の皆様方の要望等に応えながら、会員の皆様と一丸となって

活動してまいりますので、ご協力を何卒よろしくお願い申し上げます。
本年が貴会員の皆様にとって幸多き一年となりますようお祈り申し上げます。

 事務局　若森 〒460-0003　名古屋市中区錦一丁目7番31号 山田ビル3階
TEL. （052）253 - 7837 FAX. （052）253 - 7838
一般社団法人　愛知県空調衛生工事業協会

堀　

川

愛知空衛協会
都
心
環
状
線

地
下
鉄
鶴
舞
線

地
下
鉄
鶴
舞
線

桜　　通

伝馬町通

丸の内駅丸の内駅国際センター駅国際センター駅

伏見駅伏見駅

10番出口10番出口

御園小学校御園小学校

泥江懸神社泥江懸神社
袋町通

錦　　通地下鉄東山線地下鉄東山線

地下鉄桜通線地下鉄桜通線

御 園 通仲ノ町通木挽町通

本重町通

一般社団法人 愛知県空調衛生工事業協会

鳥瞰図

スヌーズレン室
　愛知県立特別支援学校で初めての施設。リラクゼー
ション効果があり、音響機器、関連用品を配備している。

バス寄せ
　バスが乗り入れできる高さの屋根があるため、雨天
時も傘をささずに昇降できる。
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お客さま相談センター 受付時間 ： 平日 9:00～18:00　土･日･祝日 9:00～17:000120-179-400

INAX水まわり100年の伝統を受け継ぎ、
さらにつぎの100年を見据えて、
“THE INAX”と呼ぶにふさわしいトイレが誕生しました。
人と暮らしにゆとりを生む、SATIS X。
トイレの未来が、かたちになりました。

水と暮らしを見つめて100年。
INAXのトイレは新しい時代へ。

トイレがお掃除してくれる「スゴ技洗浄」

極みトリプル水流
3方向の水流で

便器鉢内の汚れを強力に洗い流します。

シャッタークリーニング
使用後に

ノズルシャッターを水道水で洗います。

泡クリーン
毎日泡で洗って

便器鉢内をキレイに保ちます。


